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熊本市における公共交通へのＩＣＴ導入について

～バス運行におけるトータルシステム導入～

2013年6月28日
熊本市公共交通協議会

資料１



公共交通へのＩＣＴ導入の位置づけ

1

熊本市公共交通グランドデザイン 「日常を支えるバス路線網の再編」

再編イメージを具体化

バス路線網再編実施プログラム策定
利便性の向上はもとより、効率的なバス路線網・運行体制の構築などに必要な12項目を掲げる

競合路線の効率化（運行ダイヤ最適化）を目指し

熊本都市バス株式会社
４社のダイヤ・路線を総合的に管理し全体的な調整を行う

九州産交バス
（産交バス）

熊本電鉄バス 熊本バス

【プログラム④】

熊本都市バス㈱を中心としたバス事業者４社による一元的
な路線バス運行管理体制を確立

【プログラム⑤】

一元管理体制の確立を図るため、ＩＣカード・バスロケ・ダイヤ
編成システム等のトータルシステム導入を図る

ＩＣカード

ダイヤ編成
支援システム

需要データ
（利用者の系統別・停留所別・時間帯別実績データ）

バスロケーション
システム

供給データ
（バス運行実績データ）

修正したダイヤのデータ

案内
システム

運行状況
データ（利用者への

情報提供）

わかりやすく、実現可能で持続性の高いバス路線網の形成



バス運行におけるトータルシステム導入で実現できること

トータルシステム導入により、効率的な事業運営、利用者が安心・快適に利用できる環境を提供
でき、事業者・利用者双方にとって価値ある公共交通の充実・強化が可能となる。

②計画に基づく
バス運行

③動向分析
ダイヤの最適化

運行ダイヤの最適化
（無駄なコストの削減）

バスの利用環境改善

・経営の健全化
・新たな事業へ投資

・利便性・快適性の充実
・利用拡大

より使って
もらえる環境

・利用者視点でのダイヤ、
路線ネットワークの見直し

・定時運行の確保
・利用者への情報提供・安心
快適に利用できる環境の提供

Plan

DoSee

運行実績

路線評価・
需要予測

路線策定

ダイヤ策定

利用実績

①計画策定

近代化システムの導入近代化システムの導入
バス事業者バス事業者

利用者利用者
効率的な
事業運営

情報提供

営業所・乗務
員管理

実績の
見える化
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具体的なトータルシステム導入効果

利用者 バス事業者

ICカード

・料金支払いが便利になる
・定期とＴｏ熊カードを分けて持つ必
要がなくなる
・他の交通機関との乗り継ぎの利
便性が向上する

・いつ、どこからどこまで、何人が
バスを利用しているかなど、利用
者（需要）に関する情報が把握で
きる。
・利用状況に応じたタイヤ改正が
できる

バスロケーション
システム

・バスの実際の走行場所が、バス
停や携帯電話・スマートフォンで確
認できる

・自社のバスや電車がいつどこを
運行しているかなど運行（供給）に
関する情報が把握できる。
・早発・遅延などを改善できる

ダイヤ編成
支援システム

・路線や時刻表をインターネットで
確認できる

・ダイヤ編成業務を簡素化するこ
とができ、人件費を削減できる
・需要と供給に関する情報から、
最適なダイヤや路線の設定を効
率的かつ柔軟に行える
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ＩＣカードとは

その２．財布やパスケースに入れたままでも、市電やバスの運賃が支払えます！

１．乗車時にかざす２．降車時にかざす

パスケースや財布に入れたまま

ＩＣカード
ＩＣカー

ド

ＩＣカード

１枚に

1枚に集約！定期券

おでかけパス券

Ｔｏ熊カード
おでかけ乗車券

例えば、小銭入れ

運賃支払い機能

その１．複数のカードの機能（To熊カードや定期券、小銭入れなど）を１枚に集約できます！

お財布機能

この機能も

資料２

1



その４．１枚のカードを繰り返し使えて環境に優しい！

ＩＣカード

磁気カード：使いきるたびに新しく買う ＩＣカード：お金を補充することで、何度でも使える！

磁気カード

その３．コンビニや自動販売機でもお買い物できます！（電子マネー機能）

コンビニ 自動販売機
支払い時にかざすだけ！

ＩＣカード
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（１）全国相互利用カードのシステムを導入した場合 （2）地域限定カードシステムを導入した場合 （3）地域限定カードシステム＋片利用（片方向のみ
利用できる）システムを導入した場合

◎熊本ＩＣカードは全国相互利用型

■熊本域内での利用はもとより全国相互利用域内の
全ての鉄道・バスで利用可能

◎熊本ＩＣカードは地域限定型（全国相互利用カードが
利用できるよう片利用システムを付加）

■熊本ICカードは熊本域内でしか利用できないが、熊

本域内の電車・バスで全国相互利用カードは利用でき
る。（定期券機能やチャージ環境を除く。）

◎熊本のＩＣカードは地域限定型

■熊本域内でしか利用できず、全国相互利用域内の
鉄道・バスでは利用できない。

メリット

デメリット

・市民をはじめ観光客等来熊者の利便性が飛

躍的に向上

・電子マネー機能を含め、チャージ環境もJR

駅・コンビニ等など広域

・既存システムの活用により、比較的短期間で

の導入可能。

・導入費用に対して、国庫補助を受けやすい。

・地域特性や実情に対応した柔軟なポイントの

サービス機能を付加しにくい。

・システム使用料や決済手数料が高い。

メリット

デメリット

・地域特性や実情に即したポイント付与やサー

ビス機能付加の柔軟な対応が可能

・相互利用に比べ、ランニングコストを抑制でき

る。

・熊本県内のJRをはじめ、全国相互エリアの

鉄道・バスで利用できない。
・チャージ環境も域内に限定される。

・独自システムのため、システム改修や障害時

等の対応発生。

メリット

・地域特性や実情に即したポイント付与やサー

ビス機能付加の柔軟な対応が可能
・片利用環境を整えることで、観光客等来熊者

の利便性は確保される。

デメリット

・熊本域内のJRをはじめ、全国相互エリアの
鉄道・バスで利用できない。

・地域限定型カード導入費用とは別に、片利用

環境構築費用がかかる。

全国相互利用域内

熊本域内

熊本IC
カード

全国相互利用域内

熊本域内

熊本IC
カード

×

熊本域内

全国相互利用域内

熊本IC
カード

×

その５．交通系ＩＣカード導入には、以下の３パターンがあります！その５．交通系ＩＣカード導入には、以下の３パターンがあります！

3



熊本における交通系ＩＣカード導入に係る検討経緯 

 

【平成２１年度】 

◎平成２１年 ９月 バス協会内に「ＩＣカードワーキング委員会」設置 

（具体的な検討に着手） 

【平成２２年度】 

○平成２２年 ６月 ワーキング委員会で熊本市の考え方（相互利用）を説明 

○平成２２年 ９月 ワーキング委員会で民間事業者が地域カード導入提案 

○平成２２年１１月 民間事業者が片利用導入案（ピタパ）を提案 

◎平成２２年１２月 民間事業者がピタパ協議会へ参加意向打診 

◎平成２３年 １月 ピタパ協議会が熊本の参加を断る 

○平成２３年 ２月 熊本市として改めて相互利用の必要性を事務局へ説明 

 

【平成２３年度】 

□平成２３年 ５月 平成 25 年春に全国で相互利用されるカードが報道 

○平成２３年 ８月 民間事業者へ片利用まで選択肢を広げ、ワーキング再開と検討を行

うよう熊本市が要請 

○平成２３年１２月 民間交通事業者社長会で、交通系に必要な機能の整理と費用の精査、

導入スケジュールについて改めて検討することを合意。 

◎平成２４年 １月 ワーキング委員会再開（以降、14 回開催） 

          （相互利用、地域、地域プラス片利用で機能・費用について詳細な

検討実施） 

 

【平成２４年度】 

○平成２４年 ８月 社長会でワーキング委員会での検討結果報告書を基に、ＩＣカード

導入の方向性について協議 

◎平成２４年１１月 民間事業者の意見集約に至らず、平成２５年当初の事業着手見送り 

□平成２４年１２月 ＪＲ九州「スゴカ」の対応駅が県内３２駅に拡大 

◎平成２４年１２月 熊本市が市電への広域利用可能なＩＣカード先行導入検討を表明 

          （市電へのＩＣカード導入検討に着手） 

◎平成２５年 １月 民間交通事業者が市へ「片利用を踏まえた地域 IC カードシステム」

方針説明 

■平成２５年 ３月 全国 10 社のＩＣカード相互利用がスタート（全国相互利用） 

 

【平成２５年度】 

◎平成２５年 ４月 民間交通事業者等が「地域振興 IC カード」導入について基本合意 

○平成２５年 ５月 熊本市が市電への相互利用カード導入と関連予算を 6月議会へ計上 

◎平成２５年 ５月 民間事業者から熊本市へ、地域カード選択と市電へのスゴカ採用を

求める要望書提出 ※参考資料参照 

◎平成２５年 ６月 市電ＩＣカード導入関連予算が議会承認・成立 

          ※市電基幹システムの公募選定、民間事業者への相互利用選択の再

考に向けた働きかけ、バス事業者が地域カードを導入した場合で

も利便性が確保されるよう要請。 

資料３ 
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市電 

IC カード 

熊本市電 

熊本市電 

IC カード 

イメージ図 

市電相互利用カード 

SUGOCA （JR 九州） nimoca （西日本鉄道） 
はやかけん（福岡市交通局） ICOCA （JR 西日本） PiTaPa （関西民鉄） 

TOICA （JR 東海） manaca （名鉄・名古屋市交） PASMO （首都圏民鉄） Suica （JR 東日本） Kitaca （JR 北海道） 

全国相互利用カード 

 資料４ 



2 

 

 

Kitaca エリア 

Suica エリア 

PASMO エリア 

manacaエリア 
PiTaPa エリア 

ICOCA エリア 

SUGOCA エリア 

nimoca エリア 

はやかけんエリア 

全国相互利用カード 

利用エリア 

TOICA エリア 

IC カードの利用方法 

①乗車時 

リーダーにタッチ。 

カード残額が表示される。 

パスケースに入れたまま

でも構わない。 

②降車時 

リーダーにタッチ。 

差引き運賃とカード残額

が表示される。 

パスケースに入れたまま

でも構わない。 

③カードへのチャージ 

残額が少なくなったら、カ

ードにチャージする。 

市電車内、全国のＪＲ駅、

コンビニエンスストアな

どでチャージ可能。 

④電子マネーで買物 

全国のコンビニエンスス

トアなど 20 万店舗で利用

可能。 
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公募型プロポーザルの概要 
 

1 目的 
熊本市交通局では、市民及び本市を訪れる観光客やビジネスマン等の利便性に寄与する

全国相互利用型の交通系ＩＣカードシステムを導入するため、その基幹システムの業者選

定について、実績があり技術力の優れた者を選定できるよう技術提案を公募して行う公募

型プロポーザル方式で実施するもの。 
 

2 主な要件（案） 
  （1）全国主要 10 社の相互利用型の交通系ＩＣカードと相互利用可能なＩＣカードシステ

ムを導入できること。 
（2）熊本市交通局が公募時に示す予算額、事業スケジュールに合致する提案であること。 

  （3）その他、熊本市交通局が公募時に示す参加資格要件を満たすこと。 
 

3 今後の予定 
7 月上旬から業者を募集し、熊本市交通局及び熊本市関係部局で構成する業者選定委員会

において、資格審査、書類審査及びプレゼンテーション審査を行い、8月中には業者を選定

したい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

   

  

民間交通事業者における 

熊本地域振興ＩＣカード 

導入方針の決定について 

平成25年6月28日 

民間バス事業会社ＩＣカード検討事務局会社 

九州産交バス㈱ 
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熊本地域振興ＩＣカード導入の決定方針（概要） 

主体的かつ柔軟性が高いシステムによって、熊本独自の交通サー

ビスや商業サービスを実現し、県民・市民が利用しやすいICカード

導入ができる。 

全国相互利用カードに比べて、システム導入にかかるコスト（初期

投資＋ランニング費用）が低い。また、将来的なシステム変更・改

修にかかわるコストも抑制できる。 

将来的には、熊本市からの要望である、県外からの来熊者に対応

するため全国相互利用カード（10社）がバス・電車で利用できる拡

張機能（いわゆる片利用）を追加できる。 

①利便性 

②経済性 

③拡張性 

平成25年3月に民間交通事業者5社は、①利便性、②経済性、③拡張性の観点によ

り、熊本地域振興ICカードを採用する基本合意書を締結した上で、平成25年4月か

ら本格的なシステム開発に着手し、平成27年3月の導入を予定しております。 

平成25年5月に民間交通事業者5社連名で、熊本県と熊本市に対して、熊本地域振

興ICカード導入に向けた検討への参画要請を実施しております。また、拡張性につ

いては、平成23年度に熊本市から提案を受けた経緯もあり、熊本市の事業として費

用負担していただくよう要請しております。 
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熊本地域振興ＩＣカード導入の背景 

■■■■投資能力投資能力投資能力投資能力    

①①①①全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードへのカードへのカードへのカードへの    

    投資投資投資投資のののの困難性困難性困難性困難性    

②②②②ICICICICカードカードカードカード運営会社運営会社運営会社運営会社によるによるによるによる    

    リーススキームリーススキームリーススキームリーススキーム    

■■■■導入導入導入導入エリアエリアエリアエリア    

①①①①熊本都市圏熊本都市圏熊本都市圏熊本都市圏のみならずのみならずのみならずのみならず県下県下県下県下全域全域全域全域    

    でででで利用利用利用利用可能可能可能可能    

■■■■主体的主体的主体的主体的かつかつかつかつ柔軟柔軟柔軟柔軟なサービスなサービスなサービスなサービス運用運用運用運用    

①①①①熊本独自熊本独自熊本独自熊本独自のサービスメニューののサービスメニューののサービスメニューののサービスメニューの    

 容易容易容易容易なななな構築構築構築構築    

②②②②必要必要必要必要にににに応応応応じたじたじたじた迅速迅速迅速迅速なサービスなサービスなサービスなサービス変更変更変更変更    

    がががが可能可能可能可能    

■■■■サービスサービスサービスサービス拡張性拡張性拡張性拡張性    

①①①①交通交通交通交通・・・・商業商業商業商業・・・・行政各分野行政各分野行政各分野行政各分野でのでのでのでの    

 利用利用利用利用がががが可能可能可能可能    

②②②②そのそのそのその他幅広他幅広他幅広他幅広いいいい分野分野分野分野でのでのでのでの    

 サービスサービスサービスサービス利用利用利用利用がががが可能可能可能可能    

■■■■地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化    

①①①①熊本地域内熊本地域内熊本地域内熊本地域内でおでおでおでお金金金金がががが循環循環循環循環するするするする    

②②②②交通交通交通交通・・・・商業商業商業商業とととと観光観光観光観光とのとのとのとの連携連携連携連携がががが可能可能可能可能    

■■■■顧客利便性顧客利便性顧客利便性顧客利便性    

①①①①利便性利便性利便性利便性のののの高高高高いサービスいサービスいサービスいサービス提供提供提供提供にににに    

    よるよるよるよる熊本地域熊本地域熊本地域熊本地域振興振興振興振興ICカードカードカードカードのののの    

    インフラインフラインフラインフラ化化化化    

②②②②片利用対応片利用対応片利用対応片利用対応によるによるによるによる来熊者来熊者来熊者来熊者のののの    

 利便性向上利便性向上利便性向上利便性向上    

【【【【必要性必要性必要性必要性】】】】    【【【【可能性可能性可能性可能性】】】】    

熊本熊本熊本熊本    

地域振興地域振興地域振興地域振興    

ICカードカードカードカード    
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年月年月年月年月    これまでのこれまでのこれまでのこれまでの経緯経緯経緯経緯    

平成平成平成平成21年年年年8月月月月～～～～    

    平成平成平成平成22年年年年10月月月月     

ＴＯＴＯＴＯＴＯ熊熊熊熊カードカードカードカード老朽化対応老朽化対応老朽化対応老朽化対応としてのとしてのとしてのとしてのＩＣＩＣＩＣＩＣカードカードカードカード導入導入導入導入をををを、、、、バスバスバスバス協会乗合業務委員会協会乗合業務委員会協会乗合業務委員会協会乗合業務委員会でででで検討開始検討開始検討開始検討開始。。。。

そのそのそのその後後後後、、、、交通交通交通交通ＩＣＩＣＩＣＩＣカードワーキングカードワーキングカードワーキングカードワーキング委員会委員会委員会委員会のののの場場場場でででで方向性方向性方向性方向性についてについてについてについて検討検討検討検討をををを行行行行いいいい、、、、熊本地域熊本地域熊本地域熊本地域

振興振興振興振興ICICICICカードのカードのカードのカードの利便性利便性利便性利便性とととと全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードのカードのカードのカードの広域性広域性広域性広域性をあわせをあわせをあわせをあわせ持持持持ったったったった「「「「熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興

ICICICICカードカードカードカード＋＋＋＋PiTaPaPiTaPaPiTaPaPiTaPa」」」」方式方式方式方式をををを目指目指目指目指すことをすことをすことをすことを確認確認確認確認。。。。    

平成平成平成平成22年年年年11月月月月～～～～    

    平成平成平成平成23年年年年1月月月月     

バスバスバスバス協会社長会協会社長会協会社長会協会社長会にてにてにてにて「「「「熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード＋＋＋＋PiTaPa」」」」をををを正式決定正式決定正式決定正式決定しししし、、、、スルッとスルッとスルッとスルッと

KANSAIへへへへ加盟申込加盟申込加盟申込加盟申込をををを行行行行ったがったがったがったが、、、、スルッとスルッとスルッとスルッとKANSAI側側側側よりよりよりより、、、、全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用のののの準備準備準備準備がががが        

あるためあるためあるためあるため、、、、熊本熊本熊本熊本のののの加盟加盟加盟加盟をををを認認認認められないとめられないとめられないとめられないと回答回答回答回答。。。。    

平成平成平成平成23年年年年2月月月月～～～～    

    平成平成平成平成23年年年年8月月月月     
熊本市熊本市熊本市熊本市よりよりよりより、、、、JR九州九州九州九州（（（（SUGOCA））））をををを使使使使ったったったった片利用片利用片利用片利用スキームのスキームのスキームのスキームの提案提案提案提案がありがありがありがあり、、、、検討検討検討検討をををを再開再開再開再開。。。。    

平成平成平成平成24年年年年6月月月月    

ＩＣＩＣＩＣＩＣカードワーキングカードワーキングカードワーキングカードワーキング委員会委員会委員会委員会のののの場場場場でででで、、、、各各各各スキームスキームスキームスキーム毎毎毎毎のののの見積提案見積提案見積提案見積提案をををを受受受受けけけけ、、、、コストやサービスコストやサービスコストやサービスコストやサービス

などをなどをなどをなどを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた意見集約意見集約意見集約意見集約をををを試試試試みるもみるもみるもみるも、、、、意見集約意見集約意見集約意見集約にににに至至至至らずらずらずらず。。。。    

平成平成平成平成24年年年年12月月月月    

バスバスバスバス協会社長会協会社長会協会社長会協会社長会にてにてにてにて、ＩＣ、ＩＣ、ＩＣ、ＩＣカードカードカードカード導入導入導入導入はははは今後今後今後今後のののの継続協議継続協議継続協議継続協議としとしとしとし、、、、平成平成平成平成26年年年年3月月月月のののの導入導入導入導入はははは見見見見

送送送送るるるる事事事事をををを決定決定決定決定。。。。    

                         同月同月同月同月    熊本市熊本市熊本市熊本市がががが市電先行導入市電先行導入市電先行導入市電先行導入にににに向向向向けたけたけたけた検討検討検討検討をををを表明表明表明表明。。。。    

平成平成平成平成25年年年年1月月月月    

民間交通事業者民間交通事業者民間交通事業者民間交通事業者のののの総意総意総意総意としてとしてとしてとして、、、、将来的将来的将来的将来的にににに片利用片利用片利用片利用がががが可能可能可能可能なななな「「「「熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICICICICカードカードカードカード」」」」をををを導導導導

入入入入するするするする旨旨旨旨をバスをバスをバスをバス協会社長会協会社長会協会社長会協会社長会のののの場場場場でででで報告報告報告報告。。。。    

平成平成平成平成25年年年年3月月月月    

民間交通事業者間民間交通事業者間民間交通事業者間民間交通事業者間でででで熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICICICICカードカードカードカード導入導入導入導入にににに関関関関するするするする基本合意基本合意基本合意基本合意をををを締結締結締結締結、、、、    

要件定義要件定義要件定義要件定義へへへへ着手着手着手着手。。。。    

ＩＣカード導入検討の経緯 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

○○○○    

○○○○    

○○○○    

○○○○    

△△△△    

△△△△    

××××    

△△△△    

○○○○    

○○○○    

○○○○    

△△△△    

○○○○    ××××    

△△△△    △△△△    

○○○○    

○○○○    

※ 全国相互利用カードとして、nimocaとの想定比較を記載している。 
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熊本地域振興ＩＣカード導入の理由①～利便性～ 

片道定期片道定期片道定期片道定期/他社乗継他社乗継他社乗継他社乗継・・・・共通定期共通定期共通定期共通定期    

電子電子電子電子マネーマネーマネーマネー    

普通乗車券普通乗車券普通乗車券普通乗車券・・・・定期定期定期定期    

さくらカードさくらカードさくらカードさくらカード    

ポイントポイントポイントポイント    

電子電子電子電子クーポン・スタンプラリークーポン・スタンプラリークーポン・スタンプラリークーポン・スタンプラリー    

社員証等社員証等社員証等社員証等ののののIDカードカードカードカード利用利用利用利用    

公共施設等公共施設等公共施設等公共施設等のののの電子電子電子電子チケットチケットチケットチケット    

市電市電市電市電・バス・バス・バス・バス/JRのののの乗車乗車乗車乗車    

交交交交

通通通通

系系系系    

商商商商

業業業業

系系系系    

共共共共

通通通通    

乗車券乗車券乗車券乗車券ののののIC化化化化    

○○○○    

△△△△    

地域地域地域地域カードカードカードカード＋＋＋＋SUGOCA片利用片利用片利用片利用    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード（（（（※※※※））））    

対応可能対応可能対応可能対応可能    対応可能対応可能対応可能対応可能    

紙券紙券紙券紙券のののの廃止廃止廃止廃止がががが可能可能可能可能    紙券紙券紙券紙券のののの対応対応対応対応がががが残残残残るるるる    

対応可能対応可能対応可能対応可能    

現行現行現行現行のサービスののサービスののサービスののサービスの活用活用活用活用によりによりによりにより、、、、    

さくらカードにさくらカードにさくらカードにさくらカードに類似類似類似類似したサービスはしたサービスはしたサービスはしたサービスは    

提供可能提供可能提供可能提供可能    

対応可能対応可能対応可能対応可能    現行現行現行現行のサービスではのサービスではのサービスではのサービスでは提供不可提供不可提供不可提供不可    

全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードはカードはカードはカードは市電市電市電市電・バス・バス・バス・バス////JRJRJRJRともにともにともにともに    

利用可能利用可能利用可能利用可能。。。。地域地域地域地域カードではカードではカードではカードではJRJRJRJRはははは利用不可利用不可利用不可利用不可。。。。    

SUGOCASUGOCASUGOCASUGOCAカードはカードはカードはカードは市電市電市電市電ととととJRJRJRJRのののの    

定期定期定期定期1111枚化枚化枚化枚化がががが可能可能可能可能。。。。    

nimocanimocanimocanimocaカードはカードはカードはカードは市電市電市電市電・バス・バス・バス・バス////JRJRJRJRともにともにともにともに利用可能利用可能利用可能利用可能。。。。    

JRJRJRJRのののの定期利用定期利用定期利用定期利用はははは不可不可不可不可、、、、    

よってよってよってよってnimocanimocanimocanimocaカードはカードはカードはカードは市電市電市電市電ととととJRJRJRJRのののの    

定期定期定期定期1111枚化枚化枚化枚化はははは不可不可不可不可。。。。    

対応可能対応可能対応可能対応可能    

またまたまたまた、、、、専用端末専用端末専用端末専用端末であればであればであればであれば安価安価安価安価にににに実現可能実現可能実現可能実現可能    

対応可能対応可能対応可能対応可能    

対応可能対応可能対応可能対応可能    別途別途別途別途FeliCaFeliCaFeliCaFeliCaポケットがポケットがポケットがポケットが必要必要必要必要でありコストでありコストでありコストでありコスト高高高高    

対応可能対応可能対応可能対応可能    

セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ要件要件要件要件やややや券面券面券面券面デザインデザインデザインデザイン等等等等のののの    

制約制約制約制約ありありありあり    

対応可能対応可能対応可能対応可能    現状現状現状現状はははは未対応未対応未対応未対応    

対応可能対応可能対応可能対応可能    

熊本地域熊本地域熊本地域熊本地域のニーズにのニーズにのニーズにのニーズに応応応応じたじたじたじた    

ポイントサービスのポイントサービスのポイントサービスのポイントサービスの運用運用運用運用がががが難難難難しいしいしいしい    

� 主体的かつ柔軟性が高いシステムによって、熊本独自の交通サービスや商業

サービスを実現し、県民・市民が利用しやすいICカード導入ができます。 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

なかなかなかなかなかなかなかなか、、、、定期券定期券定期券定期券をををを買買買買ったったったった産交産交産交産交バスがバスがバスがバスが来来来来ないなぁないなぁないなぁないなぁ。。。。    

このこのこのこの定期券定期券定期券定期券でででで都市都市都市都市バスもバスもバスもバスも熊本熊本熊本熊本バスもバスもバスもバスも乗乗乗乗れたられたられたられたら良良良良いいいい

のに・・・のに・・・のに・・・のに・・・。。。。    

    熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード    

他社共通定期券他社共通定期券他社共通定期券他社共通定期券    

○○○○    ××××    

熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードならカードならカードならカードなら、、、、1枚枚枚枚のののの定期券定期券定期券定期券でででで、、、、    

違違違違うううう会社会社会社会社のバスにものバスにものバスにものバスにも乗乗乗乗れるようになってれるようになってれるようになってれるようになって便利便利便利便利だねだねだねだね！！！！    
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熊本地域振興ICカードと全国相互利用カードの比較① 

【参考】 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

毎日熊本電鉄毎日熊本電鉄毎日熊本電鉄毎日熊本電鉄バスからバスからバスからバスから産交産交産交産交バスにバスにバスにバスに乗乗乗乗りりりり換換換換えるえるえるえる度度度度にににに、、、、    

定期券定期券定期券定期券をををを持持持持ちちちち替替替替えるなんてえるなんてえるなんてえるなんて不便不便不便不便だなぁだなぁだなぁだなぁ。。。。。。。。。。。。    

何何何何とかならないかなぁとかならないかなぁとかならないかなぁとかならないかなぁ？？？？    

    熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード    

他社乗継定期券他社乗継定期券他社乗継定期券他社乗継定期券    ○○○○    ××××    

熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードならカードならカードならカードなら、、、、1枚枚枚枚のののの定期券定期券定期券定期券でででで、、、、    

熊本電鉄熊本電鉄熊本電鉄熊本電鉄バスからバスからバスからバスから産交産交産交産交バスにバスにバスにバスに乗乗乗乗りりりり換換換換えられるようにえられるようにえられるようにえられるように

なってなってなってなって便利便利便利便利だねだねだねだね！！！！    
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熊本地域振興ICカードと全国相互利用カードの比較② 

【参考】 

    熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード    

他社乗継定期券他社乗継定期券他社乗継定期券他社乗継定期券    

○○○○    ××××    



 

 
 

 

 

 
 

 

 

行行行行きはおきはおきはおきはお父父父父さんとさんとさんとさんと車車車車でででで学校学校学校学校にににに行行行行くけどくけどくけどくけど、、、、帰帰帰帰りはりはりはりは1人人人人

でででで帰帰帰帰るるるる。。。。毎日片側毎日片側毎日片側毎日片側しかしかしかしか乗乗乗乗らないのにらないのにらないのにらないのに普通普通普通普通のののの定期券定期券定期券定期券

をををを買買買買うのはもったいないなぁうのはもったいないなぁうのはもったいないなぁうのはもったいないなぁ。。。。    

熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードならカードならカードならカードなら、、、、片道定期券片道定期券片道定期券片道定期券がががが利用利用利用利用    

できてできてできてできて便利便利便利便利だねだねだねだね！！！！    
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【参考】 

熊本地域振興ICカードと全国相互利用カードの比較③ 

    熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード    

片道定期券片道定期券片道定期券片道定期券    

○○○○    ××××    



 

 
 

 

 

 
 

 

 

9 

熊本地域振興ＩＣカード導入の理由② ～経済性～ 

� 全国相互利用カードに比べて、システム導入にかかるコスト（初期投資＋ランニン

グ）が低く、また、将来的なシステム変更・改修にかかわるコストも抑制できます。 

△△△△    
初期投資初期投資初期投資初期投資    

ランニングランニングランニングランニング    

費用費用費用費用    

将来的将来的将来的将来的なななな    

システムシステムシステムシステム変更変更変更変更・・・・改修改修改修改修にににに    

かかわるコストかかわるコストかかわるコストかかわるコスト    

○○○○    

○○○○    

××××    

××××    

△△△△    

熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興熊本地域振興ICカードカードカードカード    全国相互利用全国相互利用全国相互利用全国相互利用カードカードカードカード    

ほぼ同額 ほぼ同額 

低い 高い 

低い 高い 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

地域振興地域振興地域振興地域振興
ＩＣカードＩＣカードＩＣカードＩＣカード

熊本地域振興ＩＣカード導入の理由③ ～拡張性～ 

� 将来的には、県外からの来熊者に対応するため全国相互利用カード（10社）が 

バス・電車で利用できる拡張機能（いわゆる片利用）を追加できます。 

� なお、民間交通事業者5社は、熊本地域振興ICカード導入について既に開発を進

めております。また、熊本地域振興ICカード導入に係る初期投資を全額民間交通

事業者が負担することを決定しており、民間交通事業者が負担する初期投資額は

『熊本地域振興ICカード＋片利用対応』にかかる初期投資合計の約6割に相当し

ます。 

� したがって、片利用対応については熊本市から提案を受けた経緯もあり、熊本市

の事業として費用負担していただくよう要請しております。 

� 上記を前提として、民間交通事業者も片利用対応が可能な体制整備に向けて協

力する意向であります。 

条件条件条件条件がががが整整整整えばえばえばえば利用可能利用可能利用可能利用可能    

利用不可利用不可利用不可利用不可    

全国相互利用カードサービスエリア 熊本地域振興ICカードサービスエリア 10 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

関東関東関東関東    

甲信越甲信越甲信越甲信越・・・・東北東北東北東北    

関西関西関西関西    

中国中国中国中国・・・・四国四国四国四国    

東海東海東海東海    

北陸北陸北陸北陸    

九州九州九州九州    北海道北海道北海道北海道    

全国全国全国全国    

相互利用相互利用相互利用相互利用    

【【【【大都市圏大都市圏大都市圏大都市圏】】】】    

• Suica 

（JR東日本） 

• PASMO 

（関東各社局） 

• ICOCA 

（JR西日本） 

• PiTaPa※※※※ 

（関西各社局） 

• TOICA 

（JR東海） 

• manaca 

（名古屋各社局） 

• SUGOCA 

（JR九州） 

• nimoca 

（西鉄） 

• はやかけん 

（福岡市交通局） 

• Kitaca 

（JR北海道） 

全国全国全国全国    

相互利用相互利用相互利用相互利用    

（（（（他社相乗他社相乗他社相乗他社相乗りりりり））））    

• モノレールSuica 

（東京モノレール） 

• りんかいSuica 

（東京臨海高速鉄道） 

  

• めじろんnimoca 

（大分交通） 

 

 

地域地域地域地域ICICICICカードカードカードカード    

＋＋＋＋片利用対応片利用対応片利用対応片利用対応    

【【【【準大都市圏準大都市圏準大都市圏準大都市圏】】】】    

• 名称未定 

 （仙台市交通局・ 

  宮崎バス） 

• りゅーと 

（新潟交通） 

• PASPY 

（広島各社局） 

• Hareca 

（岡山各社局） 

• NicoPa 

（神姫バス） 

• Itappy 

（伊丹市交通局） 

• CI-CA 

（奈良交通） 

• LuLuCa 

（静岡鉄道） 

 • SAPICA 

（札幌市交通局・ 

•  バス各社） 

地域地域地域地域ICICICICカードカードカードカード    

【【【【中規模都市中規模都市中規模都市中規模都市】】】】    

• りゅーと 

（新潟交通） 

• IruCa 

（琴平電鉄） 

• ICい～カード 

（伊予鉄道） 

• ですか 

（土佐電鉄） 

• NicePass 

（遠州鉄道） 

• Passca 

（富山ライトレール） 

• ecomyca 

（富山地鉄） 

• 長崎スマートカード 

• （長崎各社局） 

• 宮交バスカ 

（宮崎交通） 

• Rapica 

（鹿児島各社局） 

• SAPICA 

（札幌市交通局） 

片利用対応に係る

費用全額を行政が

負担（国1/3・市2/3） 

2013/3/23 2013/6/22 

主要な交通系ICカードの分類と今後の動向 

� 全国相互利用カード10社との対等な位置づけでのICカード発行は、コスト・運用面

で障壁が高いため、地域ICカード＋片利用の方式が、今後の地方中心都市にお

けるICカード導入のトレンドになると考えられます。 

11 

【参考】 

 

※ PiTaPaを導入していた阪急バス等が、地域独自サービス提供のため、2012/4から地域ICカード「hanica」を導入している。 

導入費用全額を 

行政が負担 

（国1/2・市1/2）） 
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広島【ＰＡＳＰＹ】発行枚数：約110万枚 

地域ICカード：約97%（ＰＡＳＰＹ） 

全国相互利用：約3%(ＩＣＯＣＡ) 

奈良【ＣＩ－ＣＡ】発行枚数：約30万枚 

地域ICカード：約83％(CI-CA) 

全国相互利用：約17％ 

（PiTaPa：約11％, ICOCA：約6％） 

岡山【Hareca】発行枚数：調査中 

地域ICカード：約90%（Hareca） 

全国相互利用：約10%(ICOCA, 

PiTaPa) 

静岡【LuLuCa】発行枚数：約19万枚 

※公表計数無 

但し、県外カードの利用比率は著しく

低いとのこと。 

仙台【名称未定】 

2014年開始予定 

兵庫【NicoPa】発行枚数：調査中 

地域ICカード：約80%（NicoPa） 

全国相互利用：約20％（ICOCA, PiTaPa 各約10%） 

（ご参考） 

全国相互利用カード 

発行枚数 

Ｓｕｉｃａ： 約4.100万枚 

ＩＣＯＣＡ：約750万枚 

ＰｉＴａＰａ：約230万枚 

【参考】 

※※※※計数計数計数計数（（（（概算概算概算概算））））についてはについてはについてはについては、、、、ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング及及及及びびびび メーカーからのメーカーからのメーカーからのメーカーからの情報提供情報提供情報提供情報提供によるによるによるによる。。。。    

北海道【ＳＡＰＩＣＡ】発行枚数：約20万枚 

2013年6月片利用開始 

地域ICカード：約95～97％（ＳＡＰＩＣＡ） 

全国相互利用：約3～5%（Suica , Kitaca

等） 

新潟【りゅ～と】 

2013年3月片利用開始 

全国相互利用カードと地域カードが両方使える地区の利用状況 



 

 
 

 

 

 
 

 

 

▌SUGOCASUGOCASUGOCASUGOCAのののの場合場合場合場合    ▌nimocanimocanimocanimocaのののの場合場合場合場合    

熊本ICカード 

センター 

SUGOCA 

センター 

 

バス・鉄道 

（5事業者） 

市電 

熊本地域振興 

ICカード 

熊本地域振興 

ICカード 

メインメインメインメイン    

サブサブサブサブ    
全国相互利用カード 

熊本ICカード 

センター 

nimoca 

センター 

 

バス・鉄道 

（5事業者） 

市電 

 

熊本地域振興 

ICカード 

熊本地域振興 

ICカード 

NECNECNECNECがががが開発担当開発担当開発担当開発担当    

＜市電がnimocaを採用した場合の問題点・課題＞ 

①nimocaセンターとの接続機能の開発が不可能。 

②営業所端末・IC車載器におけるnimoca対応開発・管理・運用時の   

   サポート（障害時の切り分け等）が不可能。 

③市電における熊本地域振興ICカード対応の開発・管理・運用時の       

   サポートが不可能。 

④営業所等の箇所数×2倍の回線費用が発生。 

⑤事業者間の精算業務が熊本地域振興ICカードと全国相互利用カードの

2重で発生。データが一元化されていないため、突合による確認やOD

データ活用も不可能。 

①①①①    

②②②②    ③③③③    

④④④④    ④④④④    

⑤⑤⑤⑤    

熊本地域振興 

ICカード 

熊本地域振興 

ICカード 

� バス・鉄道の熊本地域振興ICカードの導入は 

  平成27年3月を予定。 

� バス・鉄道の全国相互利用カード（SUGOCA）片利用の導入は 

  平成27年10月以降を想定。 

� 熊本地域振興ICカード・SUGOCAともに同じ開発主体(NEC)であり、         

システム開発に関するトータルコストの圧縮が可能。 

全国相互カード 全国相互利用カード 

NECNECNECNECがががが開発担当開発担当開発担当開発担当    

片利用対応におけるSUGOCAとnimocaの違い 

【参考】 

ネットワークネットワークネットワークネットワーク回線回線回線回線    ネットワークネットワークネットワークネットワーク回線回線回線回線    
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H25.5.31熊日朝刊

H25.6.5毎日朝刊
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H25.6.12熊日朝刊

H25.6.20熊日朝刊



H25.6.25熊日朝刊



H25.6.27熊日朝刊



No ICカード名称  交通系ＩＣカードの発行会社 運用開始

1 Ｋｉｔａｃａ（キタカ） ＪＲ北海道 Ｈ20.10月 約50万6千枚 H25.4月末時点

2 Ｓｕｉｃａ（スイカ） ＪＲ東日本 Ｈ13.11月 約4,127万枚 H24.12月末時点

3 ＰＡＳＭＯ（パスモ）
鉄道26社・バス77社
（東京地下鉄、都営地下鉄、小田急、西武、都営
バス、神奈川中央交通、富士急行等）

Ｈ19.3月 約2,152万枚 H24.12月末時点

4 ＴＯＩＣＡ（トイカ） ＪＲ東海 Ｈ18.11月 約142万枚 H25.1月末時点

5 ｍａｎａｃａ（マナカ）
名古屋鉄道・名鉄バス・豊橋鉄道・名古屋市交
通局等

Ｈ23.2月 約285万9千枚 H25.3月末時点

6 ＰｉＴａＰａ（ピタパ）
鉄道18事業者・バス18事業者
（阪神電気鉄道、大阪市交通局、北大阪急行電
鉄等）

Ｈ16.8月 約238万枚 H25.3月末時点

7 ＩＣＯＣＡ（イコカ） ＪＲ西日本 Ｈ15.11月 約744万枚 H24.12月末時点

8 ｎｉｍｏｃａ（ニモカ） 株式会社ニモカ（西鉄） Ｈ20.5月
約197万3千枚

※大分めじろんニモカ等
含む

H25.5月末時点

9 ＳＵＧＯＣＡ（スゴカ） ＪＲ九州 Ｈ21.3月 約96万枚 H25.5月末時点

10 はやかけん 福岡市交通局 Ｈ21.3月 約50万枚 H25.5月末時点

合計 約8,082万8千枚

No ICカード名称  交通系ＩＣカードの発行会社 運用開始

11 ＳＡＰＩＣＡ（サピカ） 札幌市交通 Ｈ21.1月 Ｓｕｉｃａ H25.6月 約37万5千枚 H25.5月末時点

12 りゅーと 新潟交通 Ｈ23.4月 Suica H25.3月 約6万3千枚 H25.5月末時点

13 ＬｕＬｕｃａ（ルルカ） 静岡鉄道・しずてつジャストライン Ｈ18.3月 PiTaPa H19.9月 約12万枚 H25.5月末時点

14 ＣＩ－ＣＡ（シーカ） 奈良交通 Ｈ16.12月 PiTaPa Ｈ19.4月 約24万5千枚 H25.3月末時点

15 NicoPa（ニコパ） 神姫バス Ｈ18.1月 PiTaPa H18.2月 約30万枚 H25.3月末時点

16 ＰＡＳＰＹ（パスピー） 広島地区各社 Ｈ20.1月 ICOCA H20.3月 約114万枚 H25.3月末時点

17 ｉｔａｐｐｙ（イタッピー） 伊丹市交通局 Ｈ20.4月 PiTaPa H20.4月 約2万5千枚 H25.5月末時点

18 Hareca（ハレカ）
岡山電気軌道、両備バス
下津井電鉄、中鉄バス、宇野自動車

Ｈ18.10月 PiTaPa H18.10月 約10万枚 H25.3月末時点

約236万8千枚

No ICカード名称  交通系ＩＣカードの発行会社 運用開始

19 Doカード（ドゥカード） 道北バス Ｈ11.11月 約2万枚 H25.5月末時点

20 ＩＣバスカード 北海道北見バス Ｈ15.3月 約3万9千枚 H25.5月末時点

21 Ica（アイカ） 北陸鉄道（金沢ふらっとバス） Ｈ16.12月 約10万枚 Ｈ19.4.1時点

22 passca（パスカ） 富山ライトレール Ｈ18.4月 約5万1千枚 H25.3月末時点

23 ecomyca（エコマイカ） 富山地方鉄道 Ｈ22.3月 約9万枚 H25.4月末時点

24
BUS-RIDEエボリューション
（バスライドエボリューション）

山梨交通 Ｈ12.2月 ※確認中

25 ナイスパス 遠州鉄道（静岡県） Ｈ14.3月 約52万5千枚 H25.2月末時点

26 バスＩＣカード 近江鉄道 Ｈ15.4月 ※確認中

27 ですか 土佐電鉄・高知県交通 Ｈ21.1月 約8万4千枚 H25.5月末時点

28 ＩruCa（イルカ） 高松琴平電鉄、ことでんバス Ｈ17.2月 約25万6千枚 H25.5月末時点

29 い～カード 伊予電鉄 Ｈ17.8月
前払式　31万枚
後払式　26万枚

H25.5月末時点

30 ひまわりバスカード 北九州交通局 Ｈ13.9月 約11万6千枚 H25.5月末時点

31 長崎スマートカード 長崎県内　６交通事業者
Ｈ14.1月

※長崎電気軌道
Ｈ20.3月～

約56万枚 H25.3月末時点

32 宮交バスカ 宮崎交通 Ｈ14.10月 約20万3千枚 H25.5月末時点

33 Ｒａｐｉｃａ（ラピカ） 鹿児島市交通局・南国交通 Ｈ17.4月 約20万枚 H24.3月末時点

合計 ─

全国の交通系ＩＣカードの運用状況

 発行枚数

片利用先：運用開始

合計

発行枚数

 発行枚数

【地域カード】

【全国相互利用】

【地域カード＋片利用】

参考資料2
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Ⅰ ＩＣカードに係るアンケート調査結果概要 

 

１．調査目的と概要 

（１）調査目的 

 ＩＣカードの導入に関して IC カードワーキング委員会にて検討を行っている中で、ＩＣカー

ドに関する市民の認識や利用意向などを把握するため、本調査を実施した。 

 

（２）調査概要 

・調査日時：平成 24 年 9 月 22 日（土）10:00～16:00 バス・電車フェスタ 2012 開催時 

     平成 24 年 10 月 6 日（土）10:00～15:00 城下町大にぎわい市開催時 

・調査場所：9/22 熊本交通センター センターコート 

       10/6 ＮＴＴ西日本熊本支店前広場（桜町） 

・調査対象：イベント来場者 

・調査方法：対面式でＩＣカードの概要を説明後、その場でアンケートを記入。 

・調査項目：個人属性、ＩＣカードの利用経験、ＩＣカードの導入に係る意向について 等 

・回答者数：552 人（内訳 9/22：214 人、10/6：338 人） 

 

２．アンケート結果 

（１）ＩＣカードの導入について 

『ＩＣカードを導入して欲しい』と回答した人は、全体の約 75％にのぼり、導入を望む人が

多いことが分かる。一方で、『To 熊カードで十分』と回答した人は、全体の 12％だったが、そ

の主な理由は『To 熊カードに不満が無い』であった。 

 

（２）ＩＣカードの導入に関する意向とＩＣカードの利用経験について 

『ＩＣカードを利用した経験がある』と回答した人のうち、約 89％が『ＩＣカードを導入し

て欲しい』と回答しており、ＩＣカードを利用した経験がある人は導入を望む傾向が強い。一

方で、『To 熊カードで十分』と回答した人の多くは『ＩＣカードを利用した経験が無い』と回答

した人であり、利用経験の有無が回答結果に影響している可能性があると推測される。 

また、年齢層別の回答結果を見ると、65 歳以上の年齢層では「Ｔo 熊カードで十分」または

「分からない」と回答した割合が他の年齢層と比べて 40％と高く、ＩＣカードの導入に対する

意識が他の年齢層と異なることが分かる。 

 

（３）ＩＣカードが利用できる範囲について 

『ＩＣカードを導入して欲しい』と回答した 415 人を対象に、ＩＣカードが利用できる範囲

はどの程度が望ましいか意向調査を行った結果、『To 熊カードが利用できる範囲』と回答した人

は全体の 20%であった。一方、熊本県内を含め九州の主要都市及び全国の主要都市で利用できる

範囲と回答した人は全体の約 80％にのぼり、導入されるＩＣカードに対して広域性を求める人

が多いことが分かる。 

また、『熊本県内でもスゴカやスイカを利用できるようにすべきか？』という項目については、

『利用できるようにすべき』と回答した人が全体の 92％にのぼり、大多数の人が、熊本県内で

他地区のＩＣカードが利用できる環境を整備すべきと考えていることがわかる。 

 

（４）電子マネー機能を利用したいお店について 

ＩＣカードを導入して欲しいと回答した 415 人を対象に、電子マネー機能をどのようなお店

で利用したいか？意向調査を行った。 
その結果、コンビニと回答した人が全体の約 77％にのぼり、多くの人がコンビニでＩＣカー

ドを利用したいと考えていることが分かる。また、スーパーについても半数以上の人が「利用し
たい」という回答をしており、コンビニやスーパーでＩＣカードが利用できる環境を整備するこ
とが商業面での利用を促進する重要な取り組みとなる可能性が高いと言える。 
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Ⅱ 2,000 人市民アンケート調査結果 
 

【調査期間】平成24年10月～平成25年1月 

【アンケート回収結果】有効回収数・・・・・・・1.402 件2.037名  

有効回収率・・・・・・68.8% 
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